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王子駅周辺のまちづくりに関する
オープンハウス型説明会

2026（令和8）年10月12日（月･祝日）/ 10月14日（水）

本日はご来場いただき、誠にありがとうございます。

本オープンハウス型説明会は、王子駅前地区の法令に基づく説明会に並行して、本計画及び
王子駅周辺まちづくりへのご理解を深めていただくことを目的に、北区が開催するものです。

会場のパネルでは、王子駅前地区まちづくりの概要と現時点の都市計画図書の内容を紹介し
ています。ご質問等ございましたらお気軽にスタッフにお声がけください。

また、本計画の概要を紹介する動画を会場奥にて上映しておりますので、ぜひご覧ください。

なお、説明内容には現在検討中の事項も含まれており、今後の進捗により変更となる可能性
があります。あらかじめご了承ください。
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王子駅前地区のまちづくりに関する
オープンハウス型説明会新庁舎と王子駅周辺まちづくりの経緯と概要 2

「庁舎のあり方に関する基本方針」策定3月2010（平成22）年

「北区新庁舎建設基本構想」策定3月2012（平成24）年

「国立印刷局王子工場用地の一部取得に関する協定書」締結
「王子駅周辺まちづくりグランドデザイン」策定

7月2017（平成29）年

「東京都北区新庁舎建設基本計画」策定
「王子駅周辺まちづくりガイドライン」策定

3月2023（令和５）年

まちづくりを協議する会議体「王子共創会議」設置10月

「北区新庁舎新築基本設計」着手3月2024（令和６）年

王子駅前地区市街地再開発準備組合設立12月

新庁舎基本設計の中間報告説明会開催
「東京都北区役所の位置変更に関する条例」公布

8月
12月

2025（令和７）年

「王子駅前まちづくり整備計画実施基準」策定3月2026（令和８）年

王子駅前地区における開発事業の概要説明会開催5月

印刷局

飛鳥山

ゴルフ場
サンスクエア

柳小路

中央口

北口

南口南口
計画地

印刷局所有地

 新庁舎建設は、阪神淡路大震災を機に、1995（平成7）年度から段階的に検討を積み
重ねてきており、2017（平成29）年7月にパブリックコメントを経て建設予定地を
国立印刷局王子工場用地の一部に決定しました。あわせて、新庁舎が駅前に整備する
機会を捉え、まちの将来像の実現のための基本方針として、王子駅周辺まちづくりグ
ランドデザインを策定しました。

 2023（令和５）年3月には、新庁舎整備内容の具体化を図る「東京都北区新庁舎建設
基本計画」及び計画的なまちづくりを誘導していく「王子駅周辺まちづくりガイドラ
イン」を策定しました。

 2023（令和５）年10月には、まちづくり関係者を一堂に集めた王子共創会議を設置
し、様々な立場からの意見を集めました。

 現在は、2024（令和６）年３月に公開プレゼンテーションを含めたプロポーザルを
通じて、松田平田設計・小堀哲夫建築設計事務所設計共同企業体を新庁舎基本設計者
に選定し検討を進めております。

 こうした動きが機運となり、2024（令和６）年12月に、現在の柳小路商店会とサン
スクエアを含む街区で「王子駅前地区市街地再開発準備組合」が設置されました。

 2025（令和７）年８月に、中間のまとめとして基本設計の状況を、教室型やオープ
ンハウス型での説明会を実施し、2026（令和８）年３月に、王子共創会議や住民説
明会を経て「王子駅前まちづくり整備計画実施基準」を策定しました。

 直近では、2026（令和８）年５月に「開発事業の概要説明会」を実施しています。

■新庁舎及び王子駅周辺まちづくりの検討経緯

■王子駅前地区 地区計画の範囲
 計画地は、東京都北区王子一丁目及び堀船一丁目の一部に位置し、サンスクエア、柳小路商店会、国立印刷局王子工場の一部を含む範囲となります。
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歴史・文化・環境
課題①課題①

地下通路の様子地下通路の様子王子駅前歩道橋周辺の様子王子駅前歩道橋周辺の様子

石神井川によるまちの分断

石神井川により分断されている
JR王子駅北口・中央口と南口は車で双方の
アクセスがしにくい状況

南口駅前広場

JR北口

JR中央口

JR南口

車両通行不可車両通行不可

国土地理院のデータをもとに作成

駅前の滞留空間の不足や建物の老朽化

柳小路の現状
面積は約700㎡

広場空間は1ヶ所のみで
面積は約700㎡

※広場面積は、現況平面図より図上求積した概略値

サンスクエア

柳小路

ゴルフ場

〇桜の名所として知られる飛鳥山

〇日本の洋紙発祥の地

洋紙発祥之碑

鉄斉菅真郷「武陽王子飛鳥山真景」
出典：独立行政法人国立印刷局
「お札と切手の博物館」HP

勝川春潮「飛鳥山花見」
出典：北区
「飛鳥山３つの博物館」HP

駅東側の市街地の
緑の不足

王子駅周辺の緑の分布状況

石神井川支流の都電脇の現状

荒川氾濫時は最大3.35mの浸水リスク有

荒川の氾濫時に浸水するエリア荒川の氾濫時に浸水するエリア

最大浸水深：
3.35m

浸水継続時間：
2週間以上の区域

国道交通省・ハザードマップポータルサイトより

 地域の現状と課題を整理します。
 計画地には、「都市基盤」「歴史・文化・環境」「土地利用」「災害対応」にカテゴライズされた５つの課題が見られます。

都市基盤 土地利用

課題②課題②

車両通行可
河川
計画地

課題③課題③

活用されていない
駅前の公共空間

課題④課題④

課題⑤課題⑤

駅前の滞留空間の不足と
まちの活力の低下

緑・水辺・歴史資源の未活用

災害対応
河川の氾濫や震災による
災害リスク

複雑な駅前動線による低い利便性

駅前動線が複雑で、バリアフリー化が遅れている
駅前空間
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 当該地区は上位計画にて、将来像や位置づけ、基本方針、用途計画が既に位置付けられています。

都市づくりのグランドデザイン
【 2017（平成29）年9月 】

都市再開発の方針
【 2021（令和3）年3月 】

• まちづくりの基本方針
として「交通拠点機能
の強化」「にぎわいと
活力の創出」「自然・
文化・歴史資源の活
用」「防災性の向上」
を位置づけ

北区都市計画マスタープラン2020
【 2020（令和2）年7月 】

• 各地域の都市活動の中枢を担
う拠点として育成

• 交通結節機能の強化
• にぎわいや交流が生まれる拠
点としての魅力向上

計画地の
位置づけ

王子駅周辺まちづくりグランドデザイン
【 2017（平成29）年7月 】

• 具体化が必要な都市機能や、歩行
者空間、景観形成、災害対応拠点、
環境対策、にぎわい創出等につい
て、エリアとしての方針を定める
【次のパネルで説明】

計画地の
位置づけ

王子地区の
将来像

計画地の
基本方針

計画地の
用途計画

中枢広域拠点域
（環状７号線の内側）

計画地

計画地

• 新区庁舎の建設や駅周辺の土地の
高度利用と機能集積、交通結節機
能の強化などが進み、飛鳥山公園
や石神井川の水や緑と調和した、
にぎわいのある拠点

• 再開発促進地区に含まれる（北23）
• 計画地の南側に隣接する堀船・栄町
地区は誘導地区として位置づけ 王子駅周辺まちづくりガイドライン及び整備計画

【 2023（令和5）年3月 】

王子駅前まちづくり
整備計画実施基準

【 2026（令和8）年3月 】

計画地の
具体方針

• 商業・業務・住宅等を含む複合的
な土地利用により高度利用を促進
し、王子の顔に相応しい魅力ある
拠点を形成する
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 2026（令和8）年3月に策定された「王子駅前まちづくり整備計画実施基準」では、当該地区における具体化が必要な都市機能や、歩行者空間、景観形成、災害対応拠点、
環境対策、にぎわい創出等について、エリアとしての方針を定めています。

ランドスケープ・コンセプト “飛鳥山をまちなかにつなぐ”

飛鳥山の台地 を模した建築群の基壇部で、
安全・安心の拠点となるまちづくりを目指します。

飛鳥山の崖線 に倣った斜面の樹林帯で、
豊かな緑に包まれた新たな都市景観を創ります。

飛鳥山の水辺 をつなぐ都市の広場で、
人々の集いや賑いに資する機能と体制を整えます。

• 南北のまちをつなぎ新
たな交流を生み、防災
対応にも資する「貫通
道路」を整備し、道路
には地区の骨格となる
緑を配置します。

• 新庁舎や国立印刷局王
子工場等へのアクセス
をするために必要な
「補完道路」を歴史と
文化が薫る道として整
備します。

西街区

新庁舎

東街区西街区

新庁舎

東街区

文化と
体験の森

水と憩いの
広場

防災・バリアフリー動線（デッキレベル）※点線は将来構想

縦動線（階段・エレベーター等）

★

交流とにぎわい
の広場

文化と
体験の森

交流とにぎわい
の広場

水と憩いの
広場

★

★
★

▼地上レベルの歩行者動線 ▼デッキレベルの歩行者動線

交流とにぎわいのみち
水と憩いのみち
文化と体験のみち

動線計画

王
子
駅
前
ま
ち
づ
く
り
整
備
計
画
実
施
基
準

２
０
２
６(

令
和
８)

年
３
月

 「飛鳥山をまちなかにつなぐ」というランドスケープ・コンセプトとして、飛鳥山の原地形を活かした３つの方針が示されています。

 動線計画としては、「貫通道路」、「補完道路」の整備及び道路上には地区の骨格となる緑を配置することが示されています。

 地上レベルの歩行者動線は、交流とにぎわい、水と憩い、文化と体験のそれぞれを感じられるような、道路と広場
が一体となった歩行者空間の形成。デッキレベルの歩行者動線は、将来的な飛鳥山の高台や北口方面への接続を見
据えた、防災・バリアフリーに資する歩行者ネットワークの形成が定められています。
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その他の景観形成の
考え方

 バリアフリー動線、広場の配置、導入機能の方針、景観形成の方針としても、 「王子駅前まちづくり整備計画実施基準」にて具体的な整備内容が示されています。

広場のゾーニング
• 3つのテーマでゾーニングし、個性ある屋外空間を創出します。
• 広場での活動や緑の保全・育成に持続的に取り組む仕組みをつくります。
• 盛土や樹林帯の整備により、飛鳥山の環境を感じられる広場とします。

新たなバリアフリールートの整備
• JR⇔メトロの乗り継ぎにおけ
る２ルート目のバリアフリー
ルートを整備します。
①地下通路の段差を解消しま
す。

②メトロ１番出入口を移設し
ます。

③地下・地上・デッキを結び
“コネクティング・コアを
形成する縦動線”とします。

• 駅とのつながりを持った新た
なバリアフリールートであり、
新庁舎へのアクセスルートも
兼ねます。

③コネクティング・コア
を形成する縦動線

②メトロ１番
出入口の移設

現在のバリア
フリールート

①地下通路の段差解消

王
子
駅
前
ま
ち
づ
く
り
整
備
計
画
実
施
基
準

２
０
２
６(

令
和
８)

年
３
月

バリアフリー動線

広場の配置

導入機能の方針

景観形成の方針

• 質の高い豊かな生活と就業の場を創出するため多様な機能を導入
• 人々の移動を促し各街区間のつながりを強化
• まちに開かれたにぎわい、交流、滞在の場を創出

• 飛鳥山公園との一体感

• 飛鳥山公園からの眺望

• 眺望点の設定

 中心拠点にふさわ
しい景観の形成

 駅前の開放感

 建築物等の統一感

 まちの記憶の継承

 他の景観資源との
連携

 夜間景観の形成
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王子駅周辺の交通結節機能の強化と
南北のまちをつなぐ道路整備

方針 都市基盤

飛鳥山・石神井川等の地域資源と調和した
潤いある空間の創出

方針 みどり・オープンスペース

王子の顔としてふさわしい
飛鳥山と駅とまちをつなぐ都市機能が集積した新たな拠点

方針 災害対応

防災拠点としての新庁舎の整備等を通じた
災害に強い市街地の形成

方針 土地利用

新庁舎建設を契機とした都市機能が集積する
交流・にぎわいの拠点の形成

 地区の現況と課題や東京都・北区の上位計画を踏まえ、当地区のまちづくり方針は、「王子の顔としてふさわしい飛鳥山と駅とまちをつなぐ都市機能が集積した新たな拠
点」として整備することとしました。

 まちづくり方針の実現のために、「都市基盤」「みどり・オープンスペース」「土地利用」「災害対応」の観点から４つの方針を検討しました。
 ４つの方針をもとに整備に取り組み、冒頭の地域の課題を改善していきます。

複雑な駅前動線による低い利便性課題①課題①

石神井川等によるまちの分断

駅前の滞留空間の不足とまちの活力の低下

緑・水辺・歴史資源の未活用

河川の氾濫や震災による災害リスクの存在

課題②課題②

課題③課題③

課題④課題④

課題⑤課題⑤
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方針 都市基盤
王子駅周辺の交通結節機能の強化と
南北のまちをつなぐ道路整備

① 南北のまちをつなぐ貫通道路の整備等
② 歩きたくなる歩行者ネットワークの整備による回遊性の向上
③ 地下鉄とJR、都電の３線を結ぶ新たなバリアフリー動線の確保による交通結節機能強化

災害対応に資する幅員16mの貫通道路と橋梁の整備および
南口駅前広場の再整備を実施し、王子駅東の南北の自動車および歩行者ネットワークを形成します。

現況図

印刷局

サンスクエア

柳小路

ゴルフ場 西地区 東地区

北地区

計画図

交差点交差点

幅員12mの
補完道路

幅員16mの
貫通道路

王子駅
南口駅前広場

 都市基盤の方針に対する整備として、3つの取り組みを実施します。
 取り組み1つ目「南北のまちをつなぐ貫通道路の整備等」として、王子駅南北の自動車および歩行者ネットワークを形成し、明治通りと南口駅前広場が双方にアクセスしに

くいという、車両通行上の課題改善や、災害対応の円滑化を図ります。

① 南北のまちをつなぐ貫通道路の整備等
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王子駅周辺の交通結節機能の強化と
南北のまちをつなぐ道路整備

JR南口

西地区
東地区

北地区

JR北口

JR中央口

地下鉄

都電

南口駅前
広場

縦動線

歩行者動線

デッキ

地上

地下

方針 都市基盤
王子駅周辺の交通結節機能の強化と
南北のまちをつなぐ道路整備

① 南北のまちをつなぐ貫通道路の整備等
② 歩きたくなる歩行者ネットワークの整備による回遊性の向上
③ 地下鉄とJR、都電の３線を結ぶ新たなバリアフリー動線の確保による交通結節機能強化

 取り組み２つ目「歩きたくなる歩行者ネットワークの整備による回遊性の向上」及び３つ目「地下鉄とJR、都電の３線を結ぶ新たなバリアフリー動線の確保による交通結
節機能強化」として、地下、地上、デッキを分かりやすく歩きたくなるような歩行者ネットワークとし、誰もが利用できるバリアフリー動線を整備します。

② 歩きたくなる歩行者ネットワークの整備による回遊性の向上

③ 地下鉄とJR、都電の３線を結ぶ新たなバリアフリー動線の確保による交通結節機能強化

E
V地下動線

地下鉄へ接続

地上動線
JR中央口、
都電へ接続

地下～デッキ
をつなぐ縦動線
（エレベーター、エスカレーター）

西地区 北地区
（北区新庁舎）
デッキ動線
西地区と北地区
が接続

動線上の横断歩道の数
地下鉄～JR乗換 １地点
地下鉄～都電乗換 ０地点

計画地

バリアフリー縦動線（既存）

車道横断地点（横断歩道） バリアフリー縦動線（新設案）

車道横断地点（横断歩道）

バリアフリー縦動線（既存）

ｽﾛｰﾌﾟ
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

動線上の横断歩道の数
地下鉄～JR乗換 4地点
地下鉄～都電乗換 3 地点

現況

円滑化

階段

計画

地下鉄地下鉄

都 電都 電

J RJ R

地下鉄地下鉄

都 電都 電

J RJ R

バリアフリー化

ｽﾛｰﾌﾟｴﾚﾍﾞｰﾀｰ
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まちづくり方針 王子駅前地区のまちづくりに関する
オープンハウス型説明会 10

 みどり・オープンスペースの方針に対する整備として、２つの取り組みを実施します。
 取り組み1つ目「飛鳥山公園を街中へつなぐ緑の軸の形成」として、王子駅前まちづくり整備計画実施基準で定められている「飛鳥山をまちなかにつなぐ」という基準を踏

まえ、屋内外の一体的な利用や地区間のみどりの連携等を通じて、まちに開かれたにぎわい、交流、滞在の場を創出します。

飛鳥山
まち

※現時点のイメージで変更になる場合があります

① 飛鳥山公園を街中へつなぐ緑の軸の形成 屋内外の一体的な利用や地区間の連携を通じて、
まちに開かれたにぎわい、交流、滞在の場を創出します。

① 飛鳥山公園を街中へつなぐ緑の軸の形成
② 交流とにぎわいを創出する多様な広場空間の創出

方針 みどり・オープンスペース
飛鳥山・石神井川等の
地域資源と調和した潤いある空間の創出
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まちづくり方針 王子駅前地区のまちづくりに関する
オープンハウス型説明会 11

水と憩いの広場（視点②）

※現時点のイメージで変更になる場合があります

 取り組み２つ目「交流とにぎわいを創出する多様な広場空間の創出」として、建物の高層化により建物の足元に、大規模な広場空間を創出します。

② 交流とにぎわいを創出する多様な広場空間の創出

交流とにぎわいの広場（視点①）
イベント時

※通常時はキャンピングカー・テント・机・椅子等無し

※現時点のイメージで変更になる場合があります

文化と体験の森（視点③）

洋紙発祥之碑

※現時点のイメージで変更になる場合があります

・建物の高層化により、広い足元の広場空間を創出します。
・王子駅前まちづくり整備計画実施基準に定められた、3つのゾーンにふさわしい
広場空間を創出します

・緑のネットワークを形成し、緑の量と質の向上を図るため、公園の
再配置を行い、都電脇の石神井川支流の未活用部分を新たに都市計画緑地として整備し
ます。

文化と
体験の森

西地区
東地区

北地区

貫
通
道
路

南口駅前
広場

水と憩いの広場

交流とにぎわい
の広場

全体のゾーニング図

①

凡例

水と憩いの広場
文化と体験の森
交流とにぎわいの広場

都市計画緑地
河川

明治通り側にゆとりある緑地空間を創出し、
イベントなどの活動を促進

都市計画緑地の再編等による水と緑の憩いの
空間を創出

歴史・文化を活かした広場空間の創出

交流とにぎわいの広場

水と憩いの広場

文化と体験の森 ② ③

① 飛鳥山公園を街中へつなぐ緑の軸の形成
② 交流とにぎわいを創出する多様な広場空間の創出

方針 みどり・オープンスペース
飛鳥山・石神井川等の
地域資源と調和した潤いある空間の創出
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まちづくり方針 王子駅前地区のまちづくりに関する
オープンハウス型説明会 12

・オープンスペース（植栽帯含む）の面積

約700㎡約700㎡ 約 ㎡約 11 倍

現況 計画

北区立
王子駅前公園

南口駅前広場

オープンスペース※

※現況平面図より図上求積した概略値
※※地区施設等における敷地内の地上部を主として設置する
「広場」「緑地」「歩道状空地」等を示す

西地区 東地区

北地区

オープンスペース※※

広場等
歩道状空地等

南口駅前広場

方針２みどり・オープンスペース

① 飛鳥山公園を街中へつなぐ緑の軸の形成
② 交流とにぎわいを創出する多様な広場空間の創出

方針 みどり・オープンスペース
飛鳥山・石神井川等の
地域資源と調和した潤いある空間の創出

・みどりの面積増加

約2,300㎡約2,300㎡ 約 ㎡約 2.6 倍

現況 計画

南口駅前広場

北区立
王子駅前公園

緑地※
南口駅前広場

※現況平面図より図上求積した概略値 ※※敷地内の地上部のみどりの面積を「東京における自然の保
護と回復に関する条例」に基づき算定

緑地※※

西地区 東地区

北地区

・広場空間の創出により、植栽帯を含むオープンスペースは現況約700㎡から約8,000㎡
へ増加し、約11倍となります。

・地区内のみどりは、現況約2,300㎡から約6,000㎡と約2.6倍となります。

② 交流とにぎわいを創出する多様な広場空間の創出
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まちづくり方針 王子駅前地区のまちづくりに関する
オープンハウス型説明会 13

① 「人と環境にやさしく、区民に開かれた 北区のシンボル」を目指す新庁舎の整備
② 王子駅周辺の観光の促進やにぎわいと交流を創出する複合的な都市機能の整備

方針 土地利用
新庁舎建設を契機とした都市機能が
集積する交流・にぎわいの拠点の形成

 土地利用の方針に対する整備として、２つの取り組みを実施します。

人と環境にやさしく、区民に開かれた 北区のシンボル新庁舎建設の基本理念

基本構想 基本構想後の
検討

基本計画 基本設計

人にやさしい
庁舎

環境に配慮し、
⾧持ちする庁舎

「安全・安心」の
拠点となる庁舎

区民に
開かれた庁舎

北区のシンボル
となる庁舎

めざすべき庁舎像

区民と行政が顔の見える関係を育みながら、新しい時代のサービスや協働の
取り組みを支える場として人々に利用されることを目指します。

新しい時代のサービスや協働を支える

区有施設を代表する庁舎にふさわしい高い環境性能の目標を設定し、その
達成に向けて省エネルギー等の先進的な技術を積極的に取り入れます。

高い環境性能の目標を達成

災害対策における指揮命令の拠点として業務を継続できることを最優先とし
ます。また、災害の規模や種類に応じた周辺施設との役割を整理します。

災害対策本部の業務継続を確保

周辺街区での開発や、高台と低地を繋ぐ防災・バリアフリーネットワークの整
備の可能性等、今後予想されるまちの変化に対応できる動線や建物の配置
とします。

まちづくりと連携した動線や配置

低層部には区の情報や魅力の発信と人々の交流促進につながる新たな機
能を導入し、区民や企業等による企画、運営が行われることを目指します。

区の情報や魅力の発信と交流の促進

区民に親しまれる広場でにぎわい創出を図るとともに、快適で魅力のある歩行
者空間を整備し、まちの回遊性向上につなげます。

にぎわい創出と回遊性向上の実現

整備基本方針

平成29年度
建設予定地の

選定

災害への対応と
にぎわい創出

時間の経過と
社会情勢の変化
これからの
庁舎の役割と
北区らしさ

基本計画で具体化

ささえる
「ハピネスステーション」

かさねる
「フェーズフリー」

つなげる
「まちの１ピース」

基本機能
・防災拠点機能
・区民サービス機能
・区民交流・協働推進
機能
・議会機能
・執務機能
・複合化する機能

必要な性能
・業務継続性
・環境性能
・セキュリティ
・ユニバーサルデザイン
・柔軟性
・メンテナンス性

施設計画
・条件設定
職員数と組織
敷地条件
駐車場・駐輪場
規模の設定
・施設整備イメージ
配置及び動線
基準階
断面構成

事業計画
・事業の進め方
・事業スケジュール
・概算事業費と財源

コンセプト

① 「人と環境にやさしく、区民に開かれた 北区のシンボル」を目指す新庁舎の整備
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まちづくり方針 王子駅前地区のまちづくりに関する
オープンハウス型説明会 14

• きたくなる「みんなのひろば」
・発見や出会いの連鎖により「にぎわい⇔交流⇔協働」のサイクルを実現します。
・開放感を楽しめる広場で、各種イベントが開催できる空間にします。
・手続きの待合い時間に気軽に様々な活動に触れることができる工夫をします。
・広場から視認しやすく、どこへでもアクセスしやすい計画とします。

• いかなる災害にも対応し、通常時と災害時を
スムーズに切り替え

・災害対策本部機能を集約し、スムーズな連携と迅速な対応を可能にします。
・地震対策として免震構造を採用し、業務継続性を確保します。
・浸水に備えて水害時の浸水レベルより高い部分に広場を計画し、災害時に一時的

な退避場所として利用できるようにします。
・低層部を柱が少ない広場とすることで、「普段使いの場所」が災害時には機能転

換し、災害対策活動等に活用しやすい空間を計画します。

※「フェーズフリー」とは
通常時と災害時の段階（フェーズ）の壁をなくして（フリー）使えるという考え方を
指します。
通常時は「普段使いの場所」でありながら、災害時には災害対策活動等に活用しやす
い空間として活用できます。

かさねる
「フェーズフリー※」

多様な人々を受け入れる「みんなのひろば」を、
災害時には機能転換して利用できる計画とします。

• 飛鳥山からの連続性に配慮した崖線形状のグリーン
インフラ

・四季折々の美しい緑と水を織り交ぜ、飛鳥山や石神井川周辺を一体のグリーンイン
フラとして捉えながら、隣接する民間開発と協力し、王子駅前のまちづくりに寄与
します。

・飛鳥山からの連続性をもたせるため、外構や屋内にも起伏等を設け、崖線形状を再
現する「ジオガーデン」を造ります。

• テリトーリオ（地域固有性）に根差した庁舎
・王子の歴史・自然・文化・産業と調和し、まちの1ピースとなる庁舎を目指します。
・緑豊かな「ジオガーデン」のなかで自由に遊び、学べる空間をつくります。
「北区」を発信するハブとして、地域の魅力に触れることができる空間をつくります。

つなげる
「まちの１ピース」

周辺環境に配慮した緑豊かな空間を整備し、
みどりと文化をつなぐ北区の魅力発信の拠点
となります。

① 「人と環境にやさしく、区民に開かれた 北区のシンボル」を目指す新庁舎の整備
② 王子駅周辺の観光の促進やにぎわいと交流を創出する複合的な都市機能の整備

方針 土地利用
新庁舎建設を契機とした都市機能が
集積する交流・にぎわいの拠点の形成

① 「人と環境にやさしく、区民に開かれた 北区のシンボル」を目指す新庁舎の整備

• 庁舎機能を集約し、区民×職員のシナジー効果
を創出

・現在分散している庁舎機能を一ヵ所に集約することで、便利にアクセスできるよ
うになり、北区の基本理念である「人と環境にやさしく、区民に開かれた北区のシ
ンボル」を実現します。

・吹抜が上下階を繋ぐことで、区民と職員が自然に交流できる環境が整い、区民も
職員も「きたくなる庁舎」を目指します。

• 世代を超えて⾧く愛される庁舎を目指して
・庁舎へのアプローチに緩やかなスロープを設け、誰もが利用しやすい、親しまれ
る庁舎を目指します。

・経済性と環境負荷に配慮し、建物の地下化や掘削土量・躯体量を極力抑えること
で、高い環境性能を備えた庁舎を目指します。

・耐震壁のない構造にすることで、将来の部署配置変更にも柔軟に対応できる設計
とします。

• 働く職員のWell beingが実現できる庁舎
・多くの人が集まりコミュニケーションを活性化する場所から一人で集中できる場
所まで、ABW（Activity Based Working）の考え方を取り入れて、職員の仕事の
質を高め、区民サービスの品質と生産性の向上を目指します。

ささえる
「ハピネスステーション」

訪れる人も、働く人も、そして次の世代も
幸せを育み、世代を超えて愛される庁舎を目指します。

※現時点のイメージで変更になる場合があります
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まちづくり方針 王子駅前地区のまちづくりに関する
オープンハウス型説明会 15

事務所
行政機能

にぎわい

機能配置の
断面イメージ

北地区
（北区新庁舎）

西地区

西地区 東地区

北地区

住宅

ホテル 室

にぎわいと交流
東地区

住宅

文化と
体験の森

文化と
体験の森

交流とにぎわい
の広場

水と憩い
の広場

文化と
体験の森

交流とにぎわい
の広場

（サンスクエア＋柳小路）

商業延面積
現状と同等

（サンスクエア＋柳小路）

① 「人と環境にやさしく、区民に開かれた 北区のシンボル」を目指す新庁舎の整備
② 王子駅周辺の観光の促進やにぎわいと交流を創出する複合的な都市機能の整備

方針 土地利用
新庁舎建設を契機とした都市機能が
集積する交流・にぎわいの拠点の形成

② 王子駅周辺の観光の促進やにぎわいと交流を創出する複合的な都市機能の整備

※画像は有明ガーデン、ホテルヴィラフォンテーヌのもので参考イメージです

商業施設は、現在のサンスクエアと柳小路商店会の商業用途

の床面積と同等の規模とし、生活利便、生活支援
等の機能を充実化します。

これまで王子のまちに不足していた宿泊機能として

約200室のホテルを導入し、王子駅周辺の観光
の促進やにぎわいや交流の創出を図ります。

北地区は、低層部の一部ににぎわい機能を導入しつつ、庁舎としての行政機能を整備します。
西地区は、高層部には住宅、中低層部に商業、事務所、ホテル等の機能を導入します。
東地区は、住宅の他、低層部の一部に子育て支援施設等を導入します。
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まちづくり方針 王子駅前地区のまちづくりに関する
オープンハウス型説明会 16

① 震災対応：新庁舎と連携し災害対応力を高める、帰宅困難者対策に資する一時滞在施設、防災備蓄倉庫等の整備
② 浸水対応：建物を接続する非浸水動線（歩行者デッキ）の整備

方針 災害対応
防災拠点としての新庁舎の整備等を
通じた災害に強い市街地の形成

 災害対応の方針に対する整備として、２つの取り組みを実施します

区内の被害状況を的確に把握しつつ、関係
機関との連携を図り、適切な指揮、決定等
を行うための機能を強化

避難行動時において適切な場所に避難する
まで一時的に身を寄せることが可能な空間
を整備

水害時や火災時における防災性向上のため、
屋上における緊急離発着場等の整備

※広域合同災害対策本部訓練の様子（北区HPより）

各地区に広場を整備し、災害時には駅
前滞留者や緊急車両の待機スペースな
どに活用できる空間とする。

王子駅周辺に一時滞在施設が少ない状
況に鑑み、東地区・西地区の区域内に
一時滞在施設（受入可能人数：450人相
当）および帰宅困難者等に対する防災
備蓄を整備する。

地域用防災備蓄倉庫事例

防災訓練の様子

① 震災対応：新庁舎と連携し災害対応力を高める、帰宅困難者対策に
資する一時滞在施設、防災備蓄倉庫等の整備

西地区

東地区

北地区

デッキレベル歩行者動線
縦動線（エレベーター等）★

歩行者デッキ
（西地区～東地区）
非浸水動線

歩行者デッキ
（西地区～東地区）
非浸水動線

歩行者デッキ
（西地区～北地区（北区新庁舎））
非浸水動線

歩行者デッキ
（西地区～北地区（北区新庁舎））
非浸水動線

② 浸水対応：建物を接続する非浸水動線（歩行者デッキ）の整備

災害対策本部機能を強化する新庁舎と連携して、地域の防災性の向上を図ります。

災害対策本部

一時退避スペース

緊急離発着場等

新庁舎内に備える主な防災拠点機能

広場空間活用

一時滞在施設・防災備蓄倉庫

浸水対応として、建物間を接続するデッキレベルの歩行者動線を計画
します。
デッキレベルは、地上から５ｍ以上に設定し、荒川氾濫時でも安全に移動
できる高さといたします。

★

★

★
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（南側の橋梁、南口駅前広場含む）
①幅員16mの貫通道路

鉄道3路線をつなぐ
新たなバリアフリー動線

④西地区の縦動線

③南北線地下道
バリアフリー化

⑤石神井川部分の緑地化
及び周辺の整備

西地区
東地区

北地区

②王子駅南口駅前広場

主な基盤整備内容

計画概要 西地区 計画概要 東地区

計画概要 北地区

西地区

王子駅前地区
市街地再開発準備組合事業者

約990％計画容積率

住宅、商業、
事務所、ホテル等主要用途

約 11,300㎡敷地面積

約165,000㎡延床面積

約190ｍ建物高さ

2028（令和10）年度、
2033（令和15）年度

着工、竣工
（予定）

西地区

東地区

東地区

住友不動産株式会社事業者

約990%計画容積率

住宅・サービス施設
（子育て支援施設等）等主要用途

約 6,300㎡敷地面積

約105,000㎡延床面積

約185ｍ建物高さ

2028（令和10）年度、
2032（令和14）年度

着工、竣工
（予定）

北地区

北地区

北区事業者

約420%計画容積率

事務所（庁舎）、店舗等主要用途

約 10,200㎡敷地面積

約 48,500㎡延床面積

約70ｍ建物高さ

2031（令和13）年度、
2034（令和16）年度

着工、竣工
（予定）

高台まちづくりに資する
水害に強いネットワーク

⑥2階デッキ
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今後の都市計画手続きの流れ

北地区
（北区新庁舎）

東地区

西地区

※現時点のイメージで変更になる場合があります

計画地北側の北区立王子駅前公園付近より臨む

イメージパース

開発計画の概要に
関する説明会

地区計画に関する
企画の提案

各地区 解体工事・新築工事着工

都市計画（全地区）

見解書の
縦覧

評価書の
縦覧

評価書案に
関する説明会

評価書案の
縦覧

環境アセス
（東地区・西地区）

•都市計画原案の
公告・縦覧

•都市計画の案の
公告・縦覧

•北区都市計画審議会
•東京都都市計画審議会
•都市計画決定

説明会

都
市
計
画
手
続
き(

東
京
都
・
北
区)

本日のオープンハウス型説明会は、本計画について広く皆様に周知し、ご理解を深めてい
ただくことを目的に、都市計画手続きと並行して実施しています。
環境影響評価（環境アセス）について、該当する東地区・西地区では評価書案に関す
る説明会を、１０月２３日、２４日に開催する予定です。
なお、建物の解体や新築工事着工の際には、別途、条例などに基づく説明会を開催させて
いただく予定です。

（実施済み）

別途、条例などに基づく説明会を開催させていただく予定です

（実施済み）説明会
オープン
ハウス型
説明会

本日

2026(令和8)年
5月31日
6月1日

10月2日

12月頃

12月頃

3月頃

12月頃

2月頃

10月23日
24日

10月2日
～15日



0－19

計画概要 王子駅前地区のまちづくりに関する
オープンハウス型説明会 19

① 再開発等促進区を定める地区計画【東京都決定】

 区域の整備、開発及び保全に関する方針
• 公共施設等の整備の方針

 名称・面積・地区計画の目標

 主要な公共施設・地区施設

延⾧
面積
及び
幅員

名称種類

主
要
な
公
共
施
設

約250m約16m貫通道路

道路

━約1,500
㎡交通広場

約110m約４m
歩行者

通路１号
(デッキレベル)

その
他の
公共
空地

約10m約3.5m
歩行者

通路２号
(地下レベル)

━約750
㎡立体広場空間

延⾧面積及び
幅員名称種類

地
区
施
設

約230m約12～
14m補完道路道路

━約1,400㎡広場１号

広場

━約1,500㎡広場２号

━約1,400㎡広場３号

━約1,100㎡広場４号

━約250㎡広場５号

約110m約５m歩道状空地
１号

その
他の
公共
空地

約140m約４m歩道状空地
２号

約320m約２m歩道状空地
３号

約140m約４m歩道状空地
４号

約60m約３～６m貫通通路１号

約50m約４m貫通通路２号

都市計画図書イメージ ※出口に閲覧用の都市計画図書を用意しております。
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① 再開発等促進区を定める地区計画【東京都決定】

 再開発等促進区
• 土地利用に関する基本方針

都市計画図書イメージ

 地区整備計画
• 建築物に関する事項

 区域の整備、開発及び保全に関する方針
• 建築物等の整備の方針

 壁面の位置の制限

①:１号壁面 ②:２号壁面 ③:３号壁面 ⑤:５号壁面 ⑥:６号壁面 ⑦:７号壁面

15m以上

高さ+100m

10m以上

道路 敷地

道
路
境
界

4m以上

道路 敷地 緑地敷地

敷
地
境
界

８m以上

高さ+50m

６m以上

２m以上

高さ+10m

緑
地
境
界

６m以上

敷地
河川

道
路
境
界

６m以上

10m以上

高さ+100m

敷地
河川

河
川
境
界

６m以上

敷地隣接地

敷
地
境
界

10m以上王子駅
西地区 東地区

北地区

① ②
②

③

④

⑥

⑦⑤

道路 敷地

道
路
境
界

８m以上

高さ+50m

６m以上

２m以上

高さ+10m

敷地

※出口に閲覧用の都市計画図書を用意しております。

河
川
境
界

隣接地

王子駅

再開発等促進区の区域
地区整備計画の区域

北地区

西地区 東地区
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⑥ 防火地域及び準防火地域の変更【北区決定】

• 今回の開発での土地利用転換に伴い、準防火地域を防火地域へ変更する計画です。

都市計画図書イメージ

④・⑤ 都市計画公園の変更及び都市計画緑地の変更【北区決定】

• 王子駅前公園を都市計画から削除し、新たに都電停留場脇を都市計画緑地とする計画です。

③ 一団地の都市安全確保拠点施設【北区決定】

• 水害に強いまちづくりのため、非浸水レベルの建物群で安全確保拠点をつくる計画です。

② 王子駅前地区第一種市街地再開発【北区決定】

• 関係地権者で設立した再開発準備組合による開発計画です。

※出口に閲覧用の都市計画図書を用意しております。
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王子駅前地区のまちづくりに関する
オープンハウス型説明会新庁舎と王子駅周辺まちづくりの経緯と概要 22これからの王子のまちづくりについて

まちづくりの共創体制

JR王子駅北口周辺のまちづくり

2025（令和７）年１月の第２回王子共創会議資料にて、王子駅北口周辺の将来イメージ（案）としてガイドラインに記載の戦略１～６の具体化に向けた将来イ
メージ（案）と、戦略５の内容を達成するための「都市機能が集積した新たな拠点の形成」に向けたイメージ（案）を報告しました。

 王子共創会議と王子駅周辺エリアプラットフォームが連携し、
両輪体制でまちづくりを進めていくイメージ

2023（令和５）年３月に策定した王子駅周辺まちづくりガイドラインに記載の通り、まちづくり
を着実に推進する体制として、王子共創会議の設置とエリアプラットフォームの立ち上げを行い、
これまで取り組みを進めてきました。

これからの王子共創会議の取り組みとして、これまで同様、まちづくりのハード面を担
い、王子共創会議の下に設置した２つの専門部会にて、王子駅北口周辺の都市基盤についてと、王
子駅前地区のデザイン等についての検討を深め、親会である王子共創会議への報告を
行ってまいります。

また、これからのエリアプラットフォームの取り組みにおいても、これまで同様、まちづく
りのソフト面を担い、王子駅周辺の公共空間を活用していくため、イベントや社会実験の企
画・実施を行ってまいります。
加えて、王子の将来を見据え、未来ビジョンの構築も進めてまいります。

 今後の取り組みとして、交
通に関する社会実験等を通
じた段階的なまちの更新を
検討し、「（仮称）王子駅
北口周辺地区整備計画」を
策定します。

 道路空間活用や、交通量の
検証を踏まえ、地元の皆様
や関係機関の合意を得ます。

 将来的には、北口広場や道
路空間の再編を実施します。

今後の取り組み情報は、北区公式ＨＰのほか、まちづくりだより「王子ＰＲＥＳＳ」や「王子共創会議」にて、発信していきます。今後の取り組み情報は、北区公式ＨＰのほか、まちづくりだより「王子ＰＲＥＳＳ」や「王子共創会議」にて、発信していきます。


